
統合産婦人科学研究コアセンターでは、これまでの産婦人科領域を超えた 
大きな視野と戦略に基づき、産婦人科学・助産学・女性医学・生殖基礎医 
学などの各研究チームの深い専門領域間の融合により、新たな産婦人科 
学研究を推進していきます。 

日時：平成２４年２月２１日（火）１８：００～ 
場所： ＴＲセンター 3階 Abukuma 

演題１ 岡江 寛明   「 体細胞クローンとゲノムインプリンティング」      

演題２ 桂田かおり  「死産・新生児死亡を経験した父親の子どもの死の 

                                   実感プロセス」        

演題３ 西郡 秀和 「受精鶏卵モデルを用いた環境と胎児脳神経発達の検討」   

連絡先： 
  環境遺伝医学総合研究センター 情報遺伝学分野 
  有馬隆博 
  TEL : 022-717-7844 
     Mail : tarima@med.tohoku.ac.jp 
 

『大きな視野と戦略による新たな産婦人科学研究』 

第２回  
統合産婦人科学研究合同シンポジウム 

プログラム 

<第１部> シンポジスト（各１５分、質疑を含む） 

大阪大学 産婦人科 冨松 拓治 先生     
「 臨床研究および動物実験から、胎児脳障害の予防の 
    可能性について考える 」          
 

<第２部> 特別講演（４０分、質疑１０分） 
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